
評価基準　A：十分達成　B：概ね達成   C：変化の兆し　D：まだ不十分　E：目標・方策の見直し
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○文化祭等の学校行事や各種委員会活動では、生徒が主体的に活動できるよう、
事前事後指導や連絡・調整のための会を多く設定するなどの工夫を図ることで支
援体制を強化する。
〇文化部活動は、自然科学、芸術、地域文化に対する興味・関心を喚起し、創作
力や表現力を養成する格好の場である。外部指導者招聘事業等の活用を図ったり
競技会や作品発表の場を提供することで、文化部の振興を図っていく。
○部活動をやめた生徒に対して他クラブへの勧誘及び目的意識についての働きか
けを行う。

○学習習慣の定着を図るため、自宅での課題を定常的に課していく。また、個々
の生徒に対する面談指導の内容や回数等の工夫を図ることで、進路意識や目的意
識を深め、学習意欲を喚起するよう努める。さらに土・日については自宅学習時
間を確保するよう指導する。
○基礎学力の定着と分かる喜び、学ぶ楽しさが体感できる授業実践のためにも、
一方的な講義形式に陥ることなく、また主体的・能動的に取り組む教材作成を開
発するなどして、授業改善、指導方法の向上に努めていく。
〇生徒による授業評価アンケートにも個々の生徒の学習状況を振り返る項目を盛
り込んでいるが、自らの学習活動を改善し軌道修正する機会とする。
〇引き続き、課題作成やノート点検による個別指導を徹底する。

〇地域産業の担い手育成プロジェクト事業が２年目を迎えるが、教育プログラム
の検証、熟練技能士の招聘、技術力向上を目的とした教員研修、企業でのイン
ターンシップ等の具体的な実践に取り組む。
〇企業との合同課題研究の本格実施を進める。

〇各種検定の受験の奨励、そのための特別補習の継続的な指導に努めているが、生徒の意欲に大きな差が
あり、近年二極化の傾向が顕著になっている。
○今年度初の試みとして、複数の科（機械科、制御・情報科、電気科）合同による課題研究テーマを設定
し実施している。
○従来、企業見学会を２，３年生を対象に実施してきたが、今年度から企業の実態把握や進路意識喚起の
必要性から全学年を対象に実施した。

〇月毎に学年別の生活目標の設定を行い、協力することや集団の中での個の役割を考えさせ、互いに評価
し合ってよりよいものをめざしていく雰囲気を醸成していくよう努めている。
○体育祭、文化祭等の学校行事や各種委員会活動に関しては、生徒の主体的な活動の場となるよう、職員
が段取りするのではなく可能な限り生徒の企画や運営を尊重し、教職員はそれを支援する方向で臨んでい
る。
〇部活動延べ入部率（78％）は目標値を達成できたが、文化部の入部状況がよくない。また、中国大会出
場は　個人30人・団体４チーム、全国大会出場は、個人 8人・団体４チームとなった。全国大会出場チー
ム数は４増となり、現在のところ目標は達成できている。
〇昨年度の実績が評価され、従来のバレーボール部、フェンシング部、バドミントン部に加え、バスケッ
トボール部が強化部指定となった。

Ｂ

Ｃ

Ｃ

○Ｑ－Ｕ調査は１回実施し、調査結果はクラス毎に返されているが、その活用状況にはバラツキがある。
○一人一研修参加については、9月末現在で32/77名である。平日に開催される人権教育研修の参加は授業
等の関係で難しいのが実情である。
○不登校、長期欠席の原因は、集団生活に馴染めない、人間関係のトラブル、学業不振、家庭の問題等
様々だが、その数は近年増加傾向にある。

○Ｑ－Ｕ調査の分析と活用方策のための全職員を対象とした研修会を実施する。
○教職員が自らのありようを振り返り、自己の課題を明確にするための研鑽を積
むためにも、研修未参加者に対しては個別に参加への働きかけを行い１００％達
成をめざす。
○担任・学年主任・教育相談係・スクールカウンセラーと互いに連携をとり、
個々に応じたアプローチに努める。また、学校と家庭のより緊密な連携に努め、
該当生徒の情報収集を図り、改善策を講じていく。

〇各科で研究、製作したものを文化祭の「鳥工ＴＥＣ」で展示し、地域住民に参
加を呼びかける。
〇各科合同課題研究発表会を学校外で実施し、広く県民に公開する。
〇近隣の中学生を対象とした「ものづくり教室」や近隣の小学生を対象とした
「科学遊び広場」を実施し、ものづくりの魅力を発信する。
〇学校公式ＨＰの刷新を図り、情宣活動を充実する。

○各学年毎に進路ＬＨＲ、進路説明会・模試・諸検査等を行い、進路意識を高め
個々の進路に応じた適切な指導を行う。
○保護者の体験に学ぶ会、企業見学会、現場体験学習、社会人講師等をとおして
生徒の進路意識の高揚を図り、自発的に進路決定できる能力を養う。
○定着指導の充実方策の一環として、１学期中に進路指導担当職員に加えて各科
職員による企業訪問を実施し情報交換することで連携を密にする。
○遅刻・早退・欠席削減のため遅刻・早退カードの活用や保護者への連絡を徹底
するとともに全職員による朝の登校指導を実施する。
○学年別月間努力目標を設定し、生徒が目標達成に向けて努力し、考え、工夫す
る契機とする。

〇資格検定年間スケジュールを提示し、専門教育部をとおして各種検定の案内・
申し込みの集約を行うとともに受験者・合格者のデーター化を図って意欲喚起に
つなげる。
○的確な技術指導ができるよう、企業での教職員研修等を継続実施していく。
○各科毎の課題研究発表会をとおして探究心や表現力を養成するとともに複数の
科にまたがるテーマを設定し実施する。
○明確な職業意識や勤労観を養うために企業見学会を２，３年生を対象に実施し
てきたが、今年度から早期からの意識喚起の必要性から１年生からの実施とす
る。
○工業学科２・３年生を対象とした３日間のインターンシップに加えて、３年生
の希望者を対象とした長期休業中５日間程度のインターンシップを実施する。

平　成　２　０　年　度　　中　間　評　価　表                                  
鳥取県立鳥取工業高等学校
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具体方策

〇豊かな心を育む読書活動の一環として、年間の図書貸出冊数
が前年度対比１０％増となることをめざす。
〇各種ボランティア活動の年間参加者数を昨年度以上となるよ
う努める。
〇命の教育である性教育に関する時間を年間２時間以上確保す
る。
〇ＴＥＡＳ（鳥取県版環境管理システムⅡ種）で掲げている今
年度の環境改善目標の達成をめざす。

〇生徒対象の学校評価アンケートで「きめ細かな進路情報の提
供や個に応じた進路指導を行っている」に肯定的な生徒の割合
が８０％以上になるように努める。
○３年間を見通した進路指導を行ない、自己の適性を理解した
進路選択ができる力を育む。そのための進路に関するＬＨＲ時
間数を１，２年生は年間５時間以上、３年生は年間７時間以上
確保する。
〇年間遅刻・欠席者数を前年度対比５％減をめざす。

改善方策具体目標
〇１日の授業以外の学習時間が、理数工学科では２時間以上、
工業科では１時間以上となること、３０分未満の生徒の割合が
３０％未満となることを目標とする。
〇わかる授業、魅力ある授業を創造するために、全教科が年１
回以上の公開授業を実施する。
〇生徒対象の学校評価アンケートで「授業の工夫がなされてい
る」に肯定的な生徒の割合が８０％以上になるように努める。

○課題指導、添削指導、面談指導等の効果が徐々にではあるが現われている。１学期実施の授業以外の学
習時間アンケートでは、理数工学科の学習時間が平均１１３分、工業科の学習時間が平均６１分で、目標
値は達成できた。また、全校では３０分未満の生徒の割合も２９％と、昨年度に比べ減少した。しかし、
学年、クラスによる差もあり、日常の学習時間は、目標値には達していない。
〇授業改善の一貫として取り組んでいる全教科、年１回以上の公開授業の実施は計画どおり進めている
が、事後の授業研究の時間が確保しづらく、実質的な研究授業にならないのが悩みである。
〇本年度の最重点課題である「主体的な学びの涵養」に沿って課題作成、ノート点検や個別指導に力を注
いでいる。

〇図書館を利用した授業実践や企画展示、図書館便り等の広報活動に努めること
で図書館に足を運ぶ生徒を多くする取り組みを進める。
〇各種ボランティア活動は、社会の一員としての自覚を深め、生徒の学びと成長
に寄与するものであり、積極的参加を推奨する。
〇性教育に関する講演会やＬＨＲをとおして正しい異性観を持ち、意思決定･行
動選択のためのスキルを身に付けることで性への自立･共生を目指す。
〇管理美化委員の積極的活用を図るとともに環境宣言の周知徹底を図り全生徒の
取り組みとなるよう努める。
○健康づくりのために食の環境整備や食をとおして心を育てる観点から食育教育
を推進する。

○図書貸出数は微減傾向であるが、展示企画や調べ学習、自主勉強等で図書館を利用する者は少しずつ増
加している。
○社会貢献活動については、老人福祉施設ボランティア５名・あしなが募金活動14名、エコボランティア
20名、夏のテクノボランティア31名など自主的参加が増えている。社会問題解決のために自発的・主体的
な行動の必要性を感ずる生徒が徐々にではあるが増えており、他者への理解や共感の輪が広がっている。
○科学的な知識の習得やお互いの性を人権として認め合い尊重しあう人間関係の大切さを認識させるたの
性教育を継続的に取り組んでいる。既に学年別性教育講演会を開催したが、１２月に性教育ＬＨＲを実施
する予定である。
○ＴＥＡＳの目標達成については、使用電力が増加傾向にある。

○読書感想文の優秀作品を表彰したり、図書館便りでの啓発をとおして読書の大
切さを訴えていく。また、調べ学習にも関連する本の活用を図る。
○社会貢献活動については概ね目標を達成している。教職員から社会貢献活動の
意義や社会人としての役割等について働きかけを行ったが、継続的に冬期テクノ
ボランティアや募金活動等のボランティア活動参加の奨励を行う。
○性教育ＬＨＲに向けて学年ごとに事前研修会を実施し、職員研修で学んだこと
を反映させて教材研究の充実を図る。
○使用電力の増加原因を調査して改善する。

○生徒対象の学校評価アンケートで「資格取得や検定のための
指導に積極的に取り組んでいる」に肯定的な生徒の割合が８
０％以上になるように努める。
○各種資格取得、検定を奨励し，専門教科への関心を深めると
ともに進路決定に役立てる。合格者数前年度対比５％増をめざ
す。
○ものづくりコンテスト等の各種競技会への積極的参加を促
し、ＨＰ等にも結果報告や感想等を交えた記事をタイムリーに
掲載する。また、競技会入賞者の数を昨年以上となるよう努め
る。

〇年２回の自宅学習調査や各定期試験毎の個人面談をとおして学習習慣の定着指
導を徹底する。
〇授業での生徒の理解度に注意を払いながら個に応じた指導を図りわかりやすい
授業を日々工夫する。
〇補習や資格検定指導の充実を図ることで学ぶ意欲の喚起や自主的な学びにつな
げる。
〇手作り教材の活用やノート点検・個別指導の徹底を図るなどして基礎学力の定
着に力点を置いた取り組みを推進する。

〇自己理解を深めさせ、生活目標・進路目標を確立させるための複合的な取り組
みを進める。
〇生徒の自主性を育成し実践力を伸長するため、委員会活動を各分掌・各学年で
指導・支援するとともに、生徒と職員が一体となって取り組む。
〇部活動において、生徒の活発な活動を維持するとともに文化部活動の充実（活
動内容・活動日の充実、部員数の増加）を支援し、全体的な活性化を図る。

〇年２回「Ｑ－Ｕ調査」を全生徒を対象に実施し、分析結果を学級や個々の生徒
の理解に活用する。
〇教職員自らが研修等をとおして自己を振り返り、学ぶ姿勢を持ち続けるととも
に｢全教科・全領域での人権教育」を実践する。
〇全職員が当番制で実施している朝の交通安全指導をとおして明るい人間関係を
つくり、コミュニケーションの第一歩である挨拶運動を進めていく。
○課題の早期発見、早期対策に努める。

〇生徒対象の学校評価アンケートで「生徒会活動などの生徒の
主体的活動を支援している」に肯定的な生徒の割合が７５％以
上になるように努める。
〇部活動の延べ入部率７０％以上をめざすとともに、県大会入
賞者数、中国大会・全国大会出場者が前年度以上となるように
努める。
〇強化指定の部の増加をめざす。

２．豊かな人
間性の育成

１．主体的な
学びの涵養

○職業観や勤労観の高揚を図り、進路目標を明確にするため、進路ＬＨＲを１，２年生は年間５回、３年
生は年間９回設けて、３年間を見通した進路指導を行なっている。
○本年度より１年生対象に「企業見学会」と「保護者の体験に学ぶ会」を実施したが、早期に生徒の進路
意識の高揚を図り、自発的に進路決定できるような環境づくりを行っている。
○定着指導の充実や求人依頼の一環として、今年度新たに１学期中に進路指導担当職員に加えて各科職員
による企業訪問を実施した。卒業生の現状や企業の実態等に関しての情報交換を行うことで、連携を密に
していく。
○服装指導や挨拶指導と併行した朝の交通安全指導は、全職員が当番制により計画どおり継続実施してい
る。遅刻、欠席については近年顕著な改善がみられるが、挨拶の返せない生徒や注意を繰り返さないと
ルールを守れない生徒が一部にあるのが実態である。

○「地域産業の担い手育成プロジェクト事業」の一環として、先端技術を垣間見たり、働くことの意義や
適性を考える機会とするため、従来の工業学科２・３年生を対象に実施していた企業体験学習を３日間か
ら５日間に拡大した。さらに、ものづくりの実践力を養成するため、３年生の希望者を対象とした夏季休
業中５日間程度のインターンシップを新規に実施した。
○工業科２・３年生全員対象の企業体験学習の受け入れ企業は４４社で、夏季休業中に実施したインター
ンシップ受け入れ企業は２社で参加者は５名であった。また、熟練技能士の招聘事業でも成果が実り技能
検定合格率は７５％であった。
○機械科と制御・情報科で企業との合同課題研究に取り組み、順調に推移している。企業訪問も１５社行
いほぼ目標を達成した。

４．地域や産
業界とのパー
トナーシップ
の確立

３．キャリア
教育の充実と
進路保障

○鳥工TECでは作品展示だけではなく、各科が参加型のメニュー設定の工夫に努めている。
○制御・情報科が東中の３年生２５名を対象に、「技術家庭」の出前授業を９月に２時間実施し、８０％
以上の生徒が分りやすく良く理解できたと答えるなど好評であった。
〇夏季休業中に近隣の小学生５．６年生を対象に実施した「鳥工科学遊び広場」に２５名の参加があっ
た。
○今年度学校公式ＨＰを新規作成し、内容充実を図った。現在、更新回数が昨年度より１０％程度上回っ
ているが、今後も情宣活動に努める。

〇地域産業の担い手育成プロジェクト事業での懸案事項である
専門性を生かした分野での企業実習となる日本版デュアルシス
テムの導入についての検討を進める。その際１学期中に先進校
視察を実施する。
○工業各科で４社以上の企業訪問を実施する。

〇地域代表対象の学校評価アンケートで「地域と積極的に連携
している」に肯定的な人の割合が７５％以上になるように努め
る。
〇学校公式ＨＰの更新回数を必ず前年度以上とする。
〇学年別懇談会、学科別懇談会等の１年間のＰＴＡ行事の平均
参加者の割合が前年以上となるよう努める。

〇「Ｑ－Ｕ調査（楽しい学校生活を送るためのアンケート）」
を全生徒に実施し、学級分析から望ましい集団づくりに心がけ
るとともに支援を要する生徒の把握に努め、不登校や長期欠席
者数が前年度以下となるよう努める。
〇差別解消に向けて教職員の一人一研修参加１００％をめざ
す。
〇日常的に生徒と関わる時間の確保に努め、カウンセリングマ
インドを持ち、個々の生徒の良さを認めながら意欲喚起を図る
個別指導をとおして、生徒理解の一助とする。

Ｂ

Ｂ

○３年生に対しては、「進路ＬＨＲ」や「社会人としての基礎教養講座」を実施
して、社会人としての心構えを熟成していく。
○１、２年生に対しては、「進路ＬＨＲ」や「進路説明会」等をとおして生徒の
進路意識の高揚を図り、調べ学習なども取り入れ自発的に進路決定できる能力を
引き続き養っていく。
○基本的な生活習慣を確立するために、その場で指導するなど一貫した指導方針
のもと全職員が一致して継続した指導に当たる。それと同時に家庭の協力が得ら
れるよう日常的に連絡を密にする。

Ｂ

○資格取得のための積極的な指導がなされており、学科を越えた指導も実施され
ている。今後一層、専門的な知識の深化や学習に対するモチベーションを高める
ための取り組みとしていく。
○各科毎の課題研究発表会をとおして探究心や表現力を養成するとともに、２月
に予定している合同課題研究発表会に向けて指導を徹底し、内容の充実を図る。
○平成２１年度ものづくりコンテスト等の各種競技会への取り組みが始まり、挑
戦する機運を醸成し、学んだ技術の発展的な取り組みを推進する。

Ｂ

○日本版デュアルシステム導入に向けて、戸畑工業高校と徳山商工高校の先進校
視察を行った。現在、次年度試行実施に向けた具体的方策（実施時期、実施内
容）を検討し、年度内に決定する。
○熟練技能士の招聘、企業との合同課題研究も引き続き積極的に実施する。
〇「地域産業の担い手育成プロジェクト事業」で実施している各種事業の検証を
行い、より実効の上がる方策を検討する。また、本事業終了後の支援体制につい
ての協議を開始する。

Ｂ

○各科合同課題研究発表会を開催し、広く県民に「課題研究」の成果を公開し、
工業教育の魅力を発信する場とする。
○チャレンジ精神育成のため、２年生を対象に講演会を１１月に実施する。
○地域産業界と連携した実践的なメニューを取り入れ、技術・技能の伝承、地域
の特色を生かした工業教育の改善・充実を図る。
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